
12
月
23
日
、
終
業
式
の

日
に
2
学
年
集
会
が
開
か

れ
、
令
和
2
年
度
修
学
旅

行
を
中
止
す
る
と
い
う
説

明
が
校
長
先
生
か
ら
な
さ

れ
、
同
日
に
保
護
者
向
け

の
プ
リ
ン
ト
も
配
付
さ
れ

た
。
中
止
の
理
由
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
急
激
な
拡
大
を
う
け
、

旅
行
を
安
全
に
実
施
す
る

見
通
し
が
立
た
な
く
な
っ

た
か
ら
だ
。

当
初
の
計
画
で
は
、
修

学
旅
行
は
10
月
6
日
か
ら

9
日
ま
で
の
4
日
間
。
し

か
し
感
染
拡
大
を
受
け
2

月
に
延
期
と
な
り
、
日
程

も
17
日
か
ら
19
日
ま
で
の

3
日
間
に
変
わ
っ
た
。
さ

ら
に
11
月
、
東
京
の
状
況

悪
化
を
受
け
て
行
き
先
を

北
九
州
へ
と
変
更
。
日
程

も
2
日
間
に
短
縮
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
今
回
の
中
止
で

あ
る
。

修
学
旅
行
の
中
止
は
過

去
に
例
が
な
く
、
変
更
の

連
続
か
ら
も
苦
渋
の
決
断

で
あ
っ
た
と
予
想
さ
れ
る
。

一
方
で
生
徒
か
ら
は
「
本

当
は
東
京
に
行
き
た
か
っ

た
が
、
コ
ロ
ナ
の
こ
と
を

考
え
た
ら
仕
方
な
い
と
思

う
」
「
修
学
旅
行
が
中
止

に
な
っ
た
分
、
他
の
行
事

に
全
力
を
注
い
で
い
き
た

い
」
な
ど
、
理
解
を
示
す

声
も
聞
か
れ
た
。

感
染
拡
大
を
受
け
て
、

市
で
も
様
々
な
施
設
が
当

分
の
間
使
用
を
禁
止
し
て

い
る
。
各
区
の
文
化
セ
ン

タ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、

博
物
館
や
美
術
館
、
図
書

館
等
が
対
象
に
な
っ
て
お

り
、
そ
の
中
に
は
今
年
度

の
市
総
文
の
会
場
に
な
る

は
ず
だ
っ
た
Ｊ
Ｍ
Ｓ
ア
ス

テ
ー
ル
プ
ラ
ザ
も
含
ま
れ

る
。
感
染
拡
大
と
こ
の
会

場
の
問
題
に
よ
り
、
12
月

下
旬
に
市
総
文
も
中
止
が

決
定
し
た
。
使
用
禁
止
期

間
は
2
月
7
日
ま
で
の
予

定
。
2
月
の
合
唱
コ
ン
ク
ー

ル
も
、

飛

沫
感
染
を

避
け
る
た

め
見
送
ら

れ
る
。

市
総
文
中
止
に
つ
い
て

文
化
系
部
に
話
を
聞
い
た
。

美
術
部
部
長
の
佐
藤
愛

花
さ
ん
は
「
今
ま
で
自
分

た
ち
が
頑
張
っ
て
き
た
作

品
を
み
ん
な
に
見
せ
る
場

が
無
く
な
っ
た
こ
と
が
、

と
て
も
悲
し
い
で
す
。
次

の
県
総
体
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
に
向
け
て
、
前
向

き
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
悔
し
さ

を
に
じ
ま
せ
た
。

吹
奏
楽
部
部
長
の
久
保

朱
音
さ
ん
は
「
2
年
生
に

と
っ
て
大
き
な
舞
台
が
一

つ
減
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

大
切
な
大
会
が
無
く
な
っ

た
の
は
残
念
で
す
が
、
気

持
ち
を
切
り
替
え
て
練
習

を
続
け
て
い
き
ま
す
」
と

話
し
た
。

美
術
部
、
書
道
部
に
続

き
、
新
聞
文
芸
部
も
8
月

に
行
わ
れ
る
全
国
高
等
学

校
総
合
文
化
祭
（
わ
か
や

ま
総
文
）
に
参
加
す
る
こ

と
が
決
ま
っ
た
。
県
の
新

聞
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
た
め
。

同
時
に
、
新
聞
コ
ン
ク
ー

ル
と
し
て
は
最
大
級
の
全

国
高
校
新
聞
年
間
紙
面
審

査
賞
に
お
い
て
も
初
の
奨

励
賞
校
と
し
て
選
出
さ
れ

た
。
全
国
で
入
賞
校
は
49

校
、
奨
励
賞
校
は
11
校
。

広
島
県
で
は
、
美
校
の
ほ

か
に
崇
徳
高
校
が
入
賞
校

と
し
て
受
賞
し
て
い
る
。

新
聞
文
芸
部
部
長

谷
本
君
の
コ
メ
ン
ト

現
在
の
新
聞
文
芸
部
は
、

1
年
生
の
み
で
活
動
し
て

い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟

で
す
が
、
美
鈴
が
丘
高
校

の
代
表
と
し
て
多
く
の
人

に
見
て
も
ら
え
る
よ
う
に

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

12
月
上
旬
か
ら
、
主
に

女
子
ト
イ
レ
の
洋
式
化
工

事
が
行
わ
れ
、
新
た
に
10

個
程
度
の
洋
式
便
器
が
設

置
さ
れ
た
。
工
事
は
主
に

Ｈ
Ｒ
教
室
の
あ
る
生
徒
棟

で
行
わ
れ
、
ド
ア
も
開
き

や
す
く
取
っ
手
が
付
い
た

も
の
に
変
更
。
「
引
く
」

「
押
す
」
の
表
示
も
あ
り
、

従
来
よ
り
も
分
か
り
や
す

く
な
っ
て
い
る
。

ト
イ
レ
の
洋
式
化
は
全

国
的
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、

全
国
の
公
立
小
中
学
校
の

ト
イ
レ
の
う
ち
、
洋
式
は

約
57
％
。
清
潔
さ
や

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
観

点
か
ら
洋
式
化
を
推

奨
し
て
お
り
、
自
治

体
へ
の
補
助
も
進
め

て
い
る
。

広
島
県
安
芸
郡
坂

町
の
公
立
学
校
で
は

小
中
で
は
、
全
て
が

洋
式
ト
イ
レ
に
な
っ

て
い
る
。
18
年
7
月

の
西
日
本
豪
雨
で
学

校
が
避
難
所
に
な
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
町

教
委
が
「
学
習
環
境
を
整

え
る
と
同
時
に
、
万
一
の

災
害
時
に
地
域
の
人
も
使

い
や
す
い
こ
と
が
必
要
」

と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

美
高
の
事
務
に
話
を
聞

い
た
と
こ
ろ
、
や
は
り
災

害
な
ど
て
美
高
が
避
難
所

に
な
っ
た
時
に
高
齢
者
や

子
供
た
ち
が
使
い
や
す
い

こ
と
、
ま
た
ほ
と
ん
ど
の

家
庭
で
洋
式
ト
イ
レ
が
使

わ
れ
て
お
り
学
校
と
の
差

が
あ
る
と
困
る
と
い
う
こ

と
が
、
洋
式
化
の
理
由
と

な
っ
て
い
る
そ
う
だ
。

今
号
の
記
事
に
あ
る
よ

う
に
、
こ
の
冬
、
女
子
ト

イ
レ
の
大
幅
改
装
工
事
が

行
わ
れ
た
。
今
回
は
、
ト

イ
レ
の
歴
史
に
つ
い
て
少

し
調
べ
て
み
た

▼
ト
イ

レ
の
起
源
は
縄
文
時
代
早

期
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。

そ
の
頃
は
ま
だ
川
に
直
接

用
便
し
「
川
屋
」
と
呼
ば

れ
て
い
た
。
ト
イ
レ
の
こ

と
を
「
厠
（
か
わ
や
）
」

と
呼
ぶ
の
は
こ
こ
か
ら
来

て
い
る
。
時
代
が
下
り
、

鎌
倉
時
代
以
降
に
糞
尿
が

肥
料
と
し
て
使
わ
れ
る
よ

う
に
な
る
と
、
く
み
取
り

式
便
所
が
普
及
。
そ
の
後
、

明
治
時
代
の
文
明
開
化
に

よ
っ
て
欧
米
化
が
進
み
、

洋
風
の
腰
掛
ト
イ
レ
や
水

洗
式
ト
イ
レ
が
少
し
ず
つ

広
が
っ
て
い
っ
た
。
し
か

し
洋
式
便
器
の
出
荷
が
和

風
便
器
の
出
荷
を
上
回
っ

た
の
は
、
70
年
代
後
半
に

な
っ
て
か
ら
で
あ
る

▼

Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
が
ア
メ
リ
カ
か

ら
特
許
を
買
い
取
っ
て
国

内
開
発
を
行
っ
た
「
ウ
ォ

シ
ュ
レ
ッ
ト
」
の
初
代
モ

デ
ル
は
、
12
年
に
日
本
機

械
学
会
に
よ
り
「
機
械
遺

産
」
に
認
定
さ
れ
た

▼

不
浄
場
と
も
呼
ば
れ
る
ト

イ
レ
だ
が
、
毎
日
必
ず
足

を
運
ぶ
場
所
で
あ
る
。
清

掃
担
当
に
感
謝
し
つ
つ
、

き
れ
い
に
使
い
た
い
も
の

だ
。

（
川
崎
壮
一
郎
）

行
事
の
中
止
が
相
次
ぎ
、

学
校
生
活
に
彩
り
が
な
く

な
る
よ
う
で
残
念
で
す
。

第１２３号 坂 の 上 通 信 令和３年１月２０日

令

和

三

年

一

月

二

十

日

広
島
市
立
美
鈴
が
丘
高
等
学
校

新
聞
文
芸
部
（
四
〇
三
演
習
室
）

今
回
は
、
1
年
6
組
担

任
で
数
学
科
の
倉
内
先
生

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ

た
。

―
ど
う
し
て
数
学
の
先
生

に
な
ろ
う
と
思
っ
た
の
で

す
か
。

数
学
を
解
く
の
が
好
き

だ
っ
た
か
ら
で
す
。

―
ど
ん
な
高
校
生
で
し
た

か
。ほ

ぼ
一
年
中
、
野
球
を

し
て
い
ま
し
た
。

ー
休
日
は
何
を
し
て
過
ご

し
て
い
ま
す
か
。

た
い
て
い
部
活
動
を
し

て
そ
の
後
は
ア
マ
ゾ
ン
の

プ
ラ
イ
ム
ビ
デ
オ
を
見
た

り
し
て
い
ま
す
。

―
趣
味
は
何
で
す
か
。

カ
ー
プ
の
応
援
。
鈴
木

誠
也
選
手
が
好
き
で
す
。

―
美
高
生
へ
一
言
お
願
い

し
ま
す
。

挨
拶
が
で
き
る
大
人
に

な
り
ま
し
ょ
う
！

歌
は
世
に
つ
れ
世
は
歌

に
つ
れ
。
歌
は
、
時
代
の

ア
ル
バ
ム
で
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

先
生
方
の
青
春
時
代
の
思

い
出
の
一
曲
を
、
当
時
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
と
と
も
に
紹

介
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
回
は
、
国
語
科
の
大

川
先
生
に
コ
メ
ン
ト
を
お

願
い
し
ま
し
た
。

―
大
学
時
代
の
バ
イ
ト
は
、

夏
の
「
野
音
」
、
冬
の

「
武
道
館
」
の
た
め
に
励

む
。
夏
冬
2
週
間
限
定
で

も
、
地
下
鉄
を
乗
り
こ
な

し
て
東
京
を
闊
歩
す
る
都

会
の
大
学
生
に
な
る
の
は

い
い
気
分
だ
。
夏
の
「
野

音
」
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
ま

だ
明
る
い
夕
方
に
始
ま
る
。

ビ
ル
街
に
大
音
響
が
響
き

渡
る
。
と
、
雷
鳴
と
大
粒

の
雨
。
夕
立
だ
。
ス
テ
ー

ジ
上
も
客
席
も
、
誰
も
気

に
し
な
い
。
歌
い
、
跳
ね
、

拳
を
突
き
上
げ
る
。
突
然

雨
は
や
み
、
雲
が
切
れ
る
。

見
上
げ
る
と
夜
空
に
、
歌

詞
の
ま
ま
の
「
ジ
ン
ラ
イ

ム
の
よ
う
な
お
月
様
」
が

見
え
た
。

曲
名

ア
ー
テ
ィ
ス
ト

雨
上
が
り
の
夜
空
に

Ｒ
Ｃ
サ
ク
セ
シ
ョ
ン

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状
況
だ
。
感
染
リ
ス
ク

を
避
け
る
た
め
、
行
事
が
次
々
に
中
止
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
。

修
学
旅
行
も
市
総
文
も
合
唱
祭
も

市
総
文
中
止

各
部
か
ら
「
残
念
」
の
声

ト
イ
レ

洋
式
率
ア
ッ
プ

新
聞
部
も
全
国
の
舞
台
へ

改
修
さ
れ
た
女
子
ト
イ
レ

中止となった修学旅行（写真は昨年度のもの）

会
場
が
使
え
ず


